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仕様書 

 

１ 業務件名 

  陸上自衛隊練馬駐屯地における展示即売会の設置及び経営（以下「設置等」とい 

う。） 

 

２ 業務内容 

  展示即売会の出店及び販売業務 

 

３ 相手方の決定 

  本業務を行う者については、陸上自衛隊練馬駐屯地業務隊長（以下「甲」とい 

う。）が決定する。 

 

４ 国有財産の使用許可 

(1) 本業務を行う者は、展示即売会の設置場所に係る国有財産の使用許可を得なけ

ればならない。 

(2) 国有財産の使用許可は、北関東防衛局長（以下「乙」という。）が行う。 

(3) 次の各号に該当する場合は、使用許可を取り消し又は変更することがある。 

  ア 国が許可財産を使用するとき。 

  イ 国有財産の使用許可の相手方（以下「丙」という。）が使用許可条件に違反

したとき。 

  ウ 誓約書、募集要領及び仕様書の内容に違反したとき。 

(4) 使用許可期間が満了したとき、又は前号により、使用許可を取り消された場合

は、丙は直ちに自己の負担で使用財産を原状に回復し返還すること。この場合、

丙は国に対し、一切の補償を請求することはできない。 

 

５ 丙の資格 

  丙は、「募集要領」によるほか、次の条件を満たしていること。 

(1) 防衛省競争参加資格（全省庁統一資格）を有する者又は同等の資格を有する者 

(2)  業務遂行上必要とされる関係法令及び規則等を遵守できること。 

(3)  国有財産使用許可書の使用許可条件を遵守できること。 

(4)  業務の全部又は一部を第三者に委託あるいは譲渡することなく、全て業者等で

遂行できること。 

(5)  公募しようとする事業の実施を保証できる能力・体制を有する者 

(6)  業者等の役員等（代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をい

う。以下同じ。）が暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 

（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

又は暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）又は 
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反社会的勢力（以下「暴力団等」という。）ではないこと。 

(7)  業者等の役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は

第三者に損害を加える目的をもって、暴力団等を利用するなどしている者ではな

いこと。 

(8) 業者等の役員等が、暴力団等に対して資金等を供給し、又は便宜を与するなど

直接的あるいは積極的に暴力団等の維持、運営に協力し、若しくは関与している

者ではないこと。 

(9) 業者等の役員等が、暴力団等であることを知りながらこれを不当に利用するな

どしている者ではないこと。 

(10) 業者等の役員等が、暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有している者で

はないこと。 

(11) 暴力団等及び第７号から第１０号に定める者の依頼を受けて公募に参加しよう

とする者ではないこと。 

(12) 本仕様書及び本募集要領の全記載事項を遵守できること。 

  

６ 国有財産使用料 

丙は、乙に展示即売会の設置に係る面積に応じた国有財産使用料を支払うこと。 

１平方メートル当たりの国有財産使用料は、未確定 

   ※１ 使用料確定時期については、公募により選考された丙の使用申請を乙協議 

等を経て許可が決定した後確定する。  

※２ 光熱水料は、別途徴収する。 

なお、国有財産使用料は、歳入徴収官が指定する期日までに全額を前納す

ること。 

 

７ 設置場所 

  別紙のとおり。 

 

８ 設置期間 

  令和９年４月１日～令和１０年３月３１日 

 

９ 費用負担 

  本業務に伴う費用は、丙の負担とする。 

 

10 名義使用の制限 

  丙は、自己の営業上の取引に関して、甲及び乙の名義を使用してはならない。 
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11 管理責任 

(1) 丙は、自らの責任において展示即売会の設置場所を管理し、火災、盗難の予防

及び保安について常に心掛け、いかなる事故発生の場合も甲及び乙に対し、損害

の賠償その他の申立てをしないものとする。 

(2) 丙は、従業員の身元、規律の保持、風紀及び衛生に関すること等、人事管理そ

の他これらに関する関係諸法令の運用について、一切の責任を負わなければなら

ない。 

(3) 丙は、販売する食品等について、 

  ア 食品衛生法その他関係法令を遵守し、適正な衛生管理及び品質管理を行わな 

ければならない。 

  イ 賞味期限又は消費期限を経過した商品を販売してはならない。 

  ウ 販売時点において賞味期限又は消費期限が有効であることを自ら確認し、そ  

   の責任を負わなければならない。 

  エ 甲等から求められた場合、販売商品の仕入先、製造年月日、賞味期限その他 

   必要な情報を速やかに提示しなければならない。 

 

12 衛生等の保持 

  丙は、丙の従事関係者が結核及び「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律」で定義されている感染症を発症した場合又はその疑いのある場合に

は、業務に従事させないこととし、甲に対して速やかに報告すること。 

 

13 情報保全の遵守 

(1) 丙は、甲、乙及び担当職員（甲が指定する者。以下同じ）の与えた指示及び本

業務の遂行上知り得た甲等に関する情報（書面等をもって甲等が丙に提供した情

報並びに施設内及びそれに準ずる場所で作業する際に見聞又は認識した情報の一

切）の保全を遵守し、これを本業務の履行以外の目的に使用し、又は第三者に開

示してはならない。 

(2) 丙は、自らの従事関係者に情報保全を遵守させるために必要な措置を取らなけ

ればならない。 

(3) 丙は、本契約の解除又は中断した場合、本業務の遂行上知り得た甲等に関す 

る情報（書面等をもって甲等が丙に提供した情報（丙が作成した複製物を含 

む。））を甲等に変換し、又は甲の指示に従って当該媒体の廃棄、記録の消去等

の措置を講じなければならない。 

 

14 損害賠償 

(1) 丙は、債務不履行の場合、その他業務に関する義務に違反した場合、その他業

務に関して甲等に損害を与えた場合は、甲等に対し一切の損害を賠償するもの

とする。 
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(2) 丙は、自らの責任において施設を管理し、火災、盗難、食中毒等の予防及び保

安について常に心掛け、丙の責に帰すべき事由により自己が発生した場合は、国

に対し、一切の損害の賠償その他の申立てをしないものとする。 

 

15 自己都合による業務の解除 

  丙は、自己の都合により本業務を解除しようとするときは、解除しようとする日

の２か月前まで甲等に通知し、甲等の指示に従い解除することができる。 

 

16 業務仕様 

(1) 丙は、自ら提出した企画提案書に基づき業務を適正に履行することとし、企画

提案書の内容について、甲の許可なく変更しないこと。 

(2) 本業務の遂行に当たっては、甲等の指示に従うこと。 

(3) 展示即売会の設置、移設及び撤去に係る費用は、丙の負担とする。また、当該

作業の遂行に当たっては、甲等の指示に従うこと。 

(4) 丙は、本業務に要する光熱水料のほか、利用物件の維持保存のため通常必要と

する修繕費、その他の経費を負担しなければならない。  

(5) 丙は、販売品目の選定に当たり、常に利用者の需要が高い商品等の提供に努め

るものとし、甲等の指示に可能な限り従うものとする。 

(6) 営業許可が必要な販売品目を取り扱う場合は、丙は、営業許可を取得した後販

売すること。 

(7) 丙は、販売品目にトラブルが発生した場合には、担当職員に速やかに報告する

とともに、直ちに商品を回収し、甲等の指示（全商品の販売停止や営業停止を含

む。）に従うこと。 

（8） キッチンカー業者は消防法に基づき、消防の届出手続きを遵守すること。 

(9) 食品販売業者及びキッチンカー業者はごみ箱を設置し、捨てられたごみは自社

のものでなくても持ち帰ること。 

(10) 丙は、商品の瑕疵（かし）等について利用者又は甲等からの連絡を受けた場合

は、即時に対応すること。 

(11) 丙は、本仕様書に記載されている遵守項目に違反した場合及び故意により甲、

利用者に被害が発生した場合は、直ちに業務の停止を命ぜられ、また、次年度以

降、業務に従事できない（公募への参加を認められない）ことがある。 

(12) 丙は、展示即売会設置場所周辺の清掃を行い、衛生管理について一切の責任を

負うこと。 

(13) 丙は、売上金額の通知を翌月１０日までに提出すること。 

(14) 丙は、甲等が指示する書類を提出すること。 

(15) 本仕様書に記載のない事項及び細部については、必要の都度、甲等及び丙の間

で協議する。 
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17 仕様の細部 

(1) 設置場所（基準） 

   東京都練馬区北町４丁目１番１号 練馬駐屯地内厚生センター及びその周辺 

  ア 設置場所１：約５．０４㎡ 

  イ 設置場所２：約１４.２８㎡ 

  ウ 設置場所３Ａ：約１５㎡（キッチンカーに限る。） 

エ 設置場所３Ｂ：約１５㎡（キッチンカーに限る。）（電源設備がないた 

め、発電機による出店が可能な業者に限る。） 

オ 細部別紙のとおり。  

注：キッチンカーの出店は、設置場所３Ａまたは３Ｂのいずれか一方を選 

択すること。またキッチンカーの出店は１日あたり１業者のみ出店可能

とする。 

 

(2)  営業日 

   令和９年４月１日から令和１０年３月３１日までのうち、募集要領別紙第４ 

「出店希望日」の集計により決定する。 

ただし、希望日の競合が生じた場合、日程の調整を実施し、調整がつかない場 

合、総合的に判断し営業日程を決めるものとする。 

 (3)  販売時間 

   午前１０時から午後６時までを基準とし、細部は別途協議する。 

(4) その他の営業条件 

ア 食品を販売する場合は、東京都の条例に基づき食品関係営業許可を得なけれ

ばならない。また、従業員の健康診断書（菌検索）を毎月提出するものとする。 

イ 国の行事、緊急時は、国が使用することとし、詳細はその都度別途協議する。 
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